
平成２９年度 第１回地区運営会議

日時：平成２９年６月７日１９：３０～２１：００

場所：刈谷市社会教育センター

Ⅰ 理事会報告

別紙参照

Ⅱ 県連盟内コミッショナー会議報告等

１．地区の事業方針等について

ラウンドテーブルの開催

本年度は３回開催とし、テーマは県連盟内コミッショナー会議に基づく。。

７月２日・１１月１９日・２月４日

昨年度までは８月を除き毎月ラウンドテーブルを開催してきたが、本年度は回

数を減らし、指導者の時間的な負担を軽減するようにした。

これまでラウンドテーブルで事業（BVF・CSR・GBC・VSF・B-P 祭他）を協
議してきたが、ラウンドテーブルは定型外訓練の一部として行う。事業について

は、必要に応じて別途打合せを行うようにする。

BVF：ビーバーフェスティバル CSR：カブラリー
GBC：グリンバーキャンプ VSF：ベンチャーフォーラム

２．定型訓練の終了者数と参加申込者予定数

（１）修了者

スカウトコース愛知第２期（VS)・・・１名
スカウトコース愛知第３期（BS)・・・１名

（２）参加申込予定者数

スカウトコース愛知４期・・・未定

スカウトコース愛知５期・・・未定

WB実修所 CS課程１６５期・・・３名
団委員実修所・・・０名

コミッショナー研修所・・・４名（該当者数）

３．夜間における活動について

平成２０年４月１日付で安田県連盟コミッショナー（当時）より書面により

「夜間におけるスカウトの活動について」（別紙参照）出された。

昭和６１年に地区コミッショナーより発せられ、検討・協議され、決定された

もの、氏家県連盟コミッショナーは現在も有効であるとのこと。

碧海地区においても氏家県連盟コミッショナー同様、遵守していく。

４．その他

①セーフ・フロム・ハーム

９月２４日に団委員長を対象として説明会を開催する。

案内は別途発信される。

②進級課程の改定

７月１日の県連盟内コミッショナー会議と７月１１日のスカウト進歩委員



会で説明を行う。後に地区で展開してほしいとのこと。

③ランドテーブルへの参席

BS 部門のラウンドテーブルに中村県連副コミッショナーが参席する。ど
の回に参席するかは、別途調整する。

地区内の BS 全隊への隊訪問を１１月までに行う。日本連盟コミッショナ
ーから全団のボーイスカウト隊への隊訪問を行うようにとのことで、県連盟

として受けた。地区では担当コミッショナーが全隊への隊訪問を行う。日程

については、それぞれに調整する。

④第３回愛知ベンチャースカウト大会

エントリーは６名あった。確定申込は６名だが、エントリーとは一部別の

スカウトが申込をし、エントリーしたスカウトの一部が申込していない。

⑤WEBチームの募集
WEBチームの募集をする。詳細は別紙参照のこと。

Ⅲ 委員会からの報告

１．組織拡充委員会

複数団から追加登録があった。

県連総会と総会後の団委員長研修会の案内がある。出席してほしい。

２．スカウト進歩委員会

菊スカウト取得者

安城１団・・・１名

技能章取得者

コンピューター章（１名） 環境衛生章（１名）

救急章（３名） 野営章（２名）

看護章（１名） 武道章（２名）

県連報告

無線通信技術修得研修会 ８月２７日・９月３日・１０月２８～２９日

地区事業

看護章講習会 ７月８日

救急章講習会 １０月７～８日

VSF ９月９～１０日（アフターフォーラム １月２１日）

GBC １０月２８～２９日

上級スカウト顕彰 ３月２４日

３．指導者トレーニング委員会

ボーイスカウト講習会

６月１１日 主任講師 斉藤茂美 LT 安城市で開催

２４名の参加申込

４．行事国際委員会

BVFと CSRを同日・同会場で開催する。
１０月２２日に開催するが、会場は未定。



５．総務委員会

県連年次総会が開催されるので、団から参加してほしい。

チャリティーゴルフ・チャリティーボーリングがあるので、本年度もお願いし

ます。

Ⅲ 地区事業

１．コミッショナー

各委員会の担当コミッショナーについては、早急に連絡する。

２．委員会

行事国際委員会で、委員会には決定権はなく何らかの役を受けると団で対応して

貰えないことがある。協議と決定は地区委員会で団委員長で行ってほしい、との意

見があった。地区委員会では、確認と承認はするが、基本的に委員会で協議し決め

れば良い。よほどの内容でなければ、地区委員会で修正することはあっても却下す

ることはない。

３．行事

BVF・CSR・GBC・VSF などの地区事業は、行事国際委員会だけの事業ではなく
碧海地区の事業なので、行事国際委員会だけでなく、他の委員会も開催へ向けた準

備や当日の支援をしていく。

４．県連WEBチーム
地区からは１名は推薦する。

５．HPへのアップ
各委員会の記録、資料は地区ホームページへアップするようにしていく。














